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　〈目的〉マかス未熟B細胞が腫病化したものである
WEHI－231　Bリンフォーマ細胞を抗IgM抗体で
刺激すると、細胞増殖の抑制、アボトーシスが認められる。
従って、この腫瘍紹胞は自己寛容を解析する有用なモデル
の一つであると見なされている。しかし、どのような生化
学的な変化が細胞増殖抑制を誘導するかに関しては明かに
されていない。今回、プロテインキナーゼCと共に細胞内
シグナル伝達系において重要な役割を果しているサイクリ
ックAMP（cAMP）のB細胞増殖に及ぼす影響を検討
した、
　＜方法＞WEHI－231とコレラ毒素（CT）に感
受性を示すWEHI－231H・2の紹胞を抗IgM抗体
あるいはCTで刺激し、3H　一サイミジンの取り込み、
Benhamouらの方法によるDNAの断裂、　EIA法
によるcAMP濃度を融こ．
　〈結果〉（1）WEHI－231腫瘍紹胞を抗IgM抗
体、cAMP濃度を上昇させるCT、あるいはジブチル
cAMPで刺激すると、アポトーシスのマーカーの一つで
　　　　　　　ヨあるDNAの断裂、紹胞増殖の抑制が認められた。
（2）CT刺激でほcAMPの濃度の上昇が誘導されたが
抗lgM抗体刺激では誘導されなかった。
（3）抗工gM抗体とCTはB紹胞に対して相乗的に作用
し、増殖抑制を引き起こした。これらの事実はcAMP系
が未熟B紹胞に対して負のシグナルを与えているというこ
とを示している，クラスII分子を架橋すると、　cAMPの
上昇が誘導されることが報吉されている、今後、B細胞寛
容導入におけるクラスII分子の役割について検討したい。
目的；B細胞膜上のCD21（補体受容体2）は
EBウィルス（EBV）に対する受容体として機
能している。また、B細胞膜上の抗原受容体
（mIg）と協同的に作用することにより、mIg
の補助受容体（coreceptor）としても機能している
と考えられる。CD21分子の機能を明らかにす
るためにCD21分子複合体の構成メンバー、特
にP85，について解析した。
結果；Bリンフォーマ細胞をジギトニンで可溶
化し、二一CD21抗体で免疫沈降した。　CD21沈降
物についで2P存在下でリン酸化反応を行い、
オートラジオグラフィー法を用いて検討した結
果、複数の分子（P85，P92等）がCD21と複合体
を形成していることが示された。今回我々は特
にP85に着目して、以下のことを明らかにした。
（1）可溶化剤としてNP40を用いてリン酸化
反応を行うと、CD21との会合が認められなく
なることより、この会合は緩やかなものである
と思われる。　（2）リン酸化物のDiagona1電気
泳動の結果から、P85は1本鎖分子であると推
定された。　（3）リン酸化物のP85領域を切除
してホスホアミノ酸分析を行ったところ、P85
はセリン、スレオニン残基でリン酸化されてい
ることが明らかとなった。すなわち、CD21分
子は未知のセリン、スレオニンキナーゼと会合
していることが示唆された。　（4）へん桃リン
パ球由来B細胞でもCD21／P85会合が認められ、
腫瘍細胞のみならず正常細胞でもCD21／P85会
合が存在していることが明らかになった。また、
EBVで刺激すると、この会合が増強され、　EBV
感染におけるP85の重要性が示唆された。
　今後、抗ホスホスレオニン抗体を用いたアフ
ィニティクロマトグラフィ法にてP85を単離精
製する予定である。
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